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1. 平成27年12月期第3四半期の連結業績（平成27年1月1日～平成27年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年12月期第3四半期 2,043,781 △21.9 10,109 ― 7,937 ― 1,556 ―
26年12月期第3四半期 2,618,444 8.6 △6,905 ― △7,196 ― △8,967 ―

（注）包括利益 27年12月期第3四半期 2,167百万円 （―％） 26年12月期第3四半期 △8,701百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年12月期第3四半期 4.27 4.27
26年12月期第3四半期 △24.61 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

27年12月期第3四半期 1,183,849 242,578 20.4
26年12月期 1,376,212 262,753 19.0
（参考）自己資本 27年12月期第3四半期 241,533百万円 26年12月期 261,699百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年12月期 ― 19.00 ― 19.00 38.00
27年12月期 ― 19.00 ―
27年12月期（予想） 19.00 38.00

3. 平成27年12月期の連結業績予想（平成27年 1月 1日～平成27年12月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,650,000 △23.2 12,000 ― 11,000 ― 2,000 ― 5.49



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 有 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 当四半期決算短信は金融商品取引法に基づく四半期レビューの対象外ですが、当四半期決算短信の開示時点において、PwCあらた監査法人による、四半
期報告書の「経理の状況」に掲げられている四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続きは終了しております。同監査法人は、平成27年11月13日付
で、「四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東燃ゼネラル石油株式会社及び連
結子会社の平成27年9月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第3四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し
ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった」旨の結論を表明しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本決算短信に記載されている業績予想は、日本及び世界経済の動向、原油及び製品価格、円ドルの為替レート、需給の変動に大きく左右される業界の競争
状況などにより影響を受けます。これらの影響により、実際の業績は上記の見通しとは大きく異なる可能性があることにご留意下さい。 
 なお、上記業績予想に関する事項は、〔添付資料〕P．3「１．当四半期決算に関する定性的情報 (3) 連結業績予想に関する定性的情報」をご参照下さい。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 1社 （社名） 極東石油工業合同会社

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年12月期3Q 565,182,000 株 26年12月期 565,182,000 株
② 期末自己株式数 27年12月期3Q 200,914,386 株 26年12月期 200,876,446 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年12月期3Q 364,283,492 株 26年12月期3Q 364,347,302 株



 

（参考） 平成 27 年 12 月期の個別業績予想 (平成 27 年１月１日～平成 27 年 12 月 31 日) 

 
(％表示は、対前期増減率) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり

当期純利益

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円  銭

通期 2,500,000 △16.1 5,000 － 4,000 △50.8 1,000 △98.7 2.75

 (注) 当四半期における業績予想の修正有無： 有 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

 当第３四半期連結累計期間の連結売上高は、ＭＯＣマーケティング合同会社（旧三井石油株式会社）の取得に

よる販売網の強化に伴い販売数量が増加したものの、主に原油価格の下落の影響を受けた製品価格の下落によ

り、前年同期比で21.9％（5,747億円）減少して2兆438億円となりました。

 連結営業利益は、原油及び製品価格の大幅な下落により在庫評価損601億円が発生しましたが、主に良好な石

油製品のマージン環境を反映して、101億円（前年同期比170億円増）となりました。

 連結経常利益は受取配当金、為替差損、及び支払利息等の営業外損益をあわせて79億円（前年同期比151億円

増）となりました。

 連結四半期純利益は、ＬＰガス事業のジクシス株式会社への統合に伴う持分変動利益96億円等の特別損益及び

法人税の調整等の結果、16億円（前年同期比105億円増）となりました。なお、法人税等には、「３ 四半期連

結財務諸表（４）追加情報」に記載の税法改正に伴う法定実効税率の変更等による法人税等調整額の影響を含ん

でおります。

 営業損益から、のれんの償却費を除いた各セグメントの損益は以下のとおりです。

 

① 石油事業

当第３四半期連結累計期間の石油事業のセグメント利益は31億円（前年同期比117億円増）となりました。

在庫評価損580億円（前年同期比483億円減）の影響を除いたセグメント利益は、石油製品の販売数量の増加

と、良好な石油製品の国内及び輸出マージンの環境を反映して611億円（前年同期比601億円増）となりまし

た。

 

石油事業セグメント損益 前年同四半期比較   （単位：億円） 
 

項  目 

平成26年 

第３四半期 

累計期間 

平成27年 

第３四半期 

累計期間 

増減額 

セグメント利益（△損失） △87 31 117

在庫評価益（△損失） △96 △580 △483

在庫評価損益を除くセグメント利益 10 611 601

 

② 石油化学事業

当第３四半期連結累計期間の石油化学事業のセグメント利益は201億円（前年同期比54億円増）となりまし

た。在庫評価損21億円（前年同期比20億円減）の影響を除いたセグメント利益は、主にオレフィン類の良好な

マージン環境を反映して223億円（前年同期比75億円増）となりました。

 

（２）連結財政状態に関する定性的情報

①資産、負債及び純資産の状況 

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は、ＬＰガス事業の統合会社であるジクシス株式会社の株式を25％保有

したことにより投資有価証券の増加があったものの、主に原油及び製品価格の下落に伴う売掛金及びたな卸資産

の減少、並びに未収還付法人税等の減少により、前連結会計年度末比で1,924億円減少し、1兆1,838億円となり

ました。 

 負債は、揮発油税等未払税金、短期借入金、及びコマーシャル・ペーパー等が減少したことなどにより、前連

結会計年度末比で1,722億円減少し、9,413億円となりました。純資産は、主に期末及び中間配当金が四半期純利

益を上回ったことにより、利益剰余金が減少した結果、前連結会計年度末比で202億円減少し、2,426億円となり

ました。 
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②キャッシュ・フローの状況 

 当第３四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は、前連結会計年度末比で148億円減少し、203億円となり

ました。各キャッシュ・フローの状況は次のとおりです。 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、663億円の純収入（前年同期では69億円の純収入）となりました。こ

れは主に、税金等調整前四半期純利益などによる資金増加が、９ヵ月間に10ヵ月分の揮発油税等の支払いが行わ

れたことを主たる要因とした未払金の減少などによる資金減少を上回ったことによるものです。 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、318億円の純支出（前年同期では411億円の純支出）となりました。こ

れは主に、有形固定資産の取得によるものです。なお、前年同期にはＭＯＣマーケティング合同会社の取得が含

まれております。 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、493億円の純支出（前年同期では661億円の純収入）となりました。こ

れは主に、短期借入金とコマーシャル・ペーパーの減少、配当金の支払いなどによる資金減少によるものです。

なお、前年同期にはＭＯＣマーケティング合同会社の取得のために資金調達を目的とした短期借入金及び長期借

入金の増加が含まれております。 

 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 前回発表時（平成27年８月14日）の想定に対して、原油及び製品価格の下落を反映し、売上高の減少を見込む

と共に、在庫評価損の想定額を前回予想の450億円から650億円に変更いたしました。その結果、平成27年12月期

通期の予想を下記の通り修正いたします。なお、在庫評価損及びのれん償却を調整した営業利益940億円、並び

に１株当たり年間38円の通期配当見通しについては、前回発表からの変更はありません。 

 

平成27年12月通期連結業績予想（平成27年１月１日～平成27年12月31日） 

（単位：百万円）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり

当期純利益

前回発表予想（Ａ） 2,700,000 32,000 31,000 15,000 41.18

今回修正予想（Ｂ） 2,650,000 12,000 11,000 2,000 5.49

増減額（Ｂ－Ａ） △50,000 △20,000 △20,000 △13,000 －

増減率（％） △1.9 △62.5 △64.5 △86.7 －
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 当社は、平成27年７月１日付で、当社の連結子会社であるＥＭＧマーケティング合同会社が保有する極東石油

工業合同会社の全持分を取得いたしました。また、同日を効力発生日として、当社を存続会社、当社の特定子会

社かつ完全子会社であった極東石油工業合同会社を消滅会社とする吸収合併を行ったことにより、当第３四半期

連結会計期間より、極東石油工業合同会社を連結の範囲から除外しております。 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（退職給付に関する会計基準等の適用）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日 以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成27年３月26日 以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、割引率の

算定方法を変更しました。なお、退職給付見込額の期間帰属方法については、期間定額基準を継続適用いたしま

す。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金から

減額しています。

なお、この変更による四半期連結貸借対照表及び四半期連結損益計算書に与える影響は軽微です。

 

（３）事業等のリスク 

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は前連結会計年度の決算短信に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

（４）会社の対処すべき課題 

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び子会社７社）が対処すべき課題について重要な

変更はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年12月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 35,048 20,269 

受取手形及び売掛金 221,098 166,100 

商品及び製品 101,860 85,272 

半製品 70,701 50,699 

原材料 167,362 112,024 

貯蔵品 10,599 9,465 

未収還付法人税等 25,232 504 

繰延税金資産 7,711 976 

その他 18,471 30,527 

貸倒引当金 △320 △282 

流動資産合計 657,765 475,558 

固定資産    

有形固定資産    

機械装置及び運搬具（純額） 36,075 35,164 

土地 176,022 175,229 

その他（純額） 82,512 92,819 

有形固定資産合計 294,610 303,213 

無形固定資産    

のれん 306,316 293,227 

その他 22,802 21,100 

無形固定資産合計 329,118 314,327 

投資その他の資産    

投資有価証券 19,870 31,203 

繰延税金資産 58,703 43,827 

その他 16,262 15,793 

貸倒引当金 △118 △74 

投資その他の資産合計 94,718 90,749 

固定資産合計 718,447 708,290 

資産合計 1,376,212 1,183,849 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年12月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 174,552 151,188 

揮発油税等未払税金 248,473 193,594 

短期借入金 153,347 129,829 

コマーシャル・ペーパー 15,000 - 

未払法人税等 2,905 2,026 

引当金 1,683 4,112 

その他 131,592 79,026 

流動負債合計 727,554 559,777 

固定負債    

社債 85,000 85,000 

長期借入金 132,298 131,107 

繰延税金負債 7,317 5,515 

退職給付に係る負債 132,997 129,235 

修繕引当金 23,863 25,138 

その他 4,427 5,496 

固定負債合計 385,904 381,493 

負債合計 1,113,459 941,270 

純資産の部    

株主資本    

資本金 35,123 35,123 

資本剰余金 57,400 49,018 

利益剰余金 322,911 310,553 

自己株式 △142,201 △142,251 

株主資本合計 273,233 252,443 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 576 689 

土地再評価差額金 - △32 

退職給付に係る調整累計額 △12,109 △11,580 

その他の包括利益累計額合計 △11,533 △10,923 

新株予約権 146 170 

少数株主持分 907 887 

純資産合計 262,753 242,578 

負債純資産合計 1,376,212 1,183,849 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 
 至 平成27年９月30日) 

売上高 2,618,444 2,043,781 

売上原価 2,550,710 1,956,772 

売上総利益 67,733 87,008 

販売費及び一般管理費 74,638 76,899 

営業利益又は営業損失（△） △6,905 10,109 

営業外収益    

受取利息 77 89 

受取配当金 200 267 

為替差益 731 － 

持分法による投資利益 601 － 

受取補償金 292 52 

その他 659 507 

営業外収益合計 2,562 917 

営業外費用    

支払利息 2,300 1,790 

為替差損 － 542 

持分法による投資損失 － 391 

社債発行費 156 － 

その他 397 365 

営業外費用合計 2,854 3,089 

経常利益又は経常損失（△） △7,196 7,937 

特別利益    

固定資産売却益 1,692 269 

持分変動利益 － 9,617 

段階取得に係る差益 431 － 

特別利益合計 2,124 9,886 

特別損失    

固定資産除売却損 2,399 1,688 

減損損失 113 91 

和解金 1,169 － 

特別損失合計 3,683 1,780 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
△8,756 16,043 

法人税等 114 14,470 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△） 
△8,870 1,573 

少数株主利益 96 17 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △8,967 1,556 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 
 至 平成27年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△） 
△8,870 1,573 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 167 82 

退職給付に係る調整額 － 517 

持分法適用会社に対する持分相当額 1 △6 

その他の包括利益合計 169 593 

四半期包括利益 △8,701 2,167 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △8,798 2,166 

少数株主に係る四半期包括利益 96 0 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 
 至 平成27年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△） 
△8,756 16,043 

減価償却費 17,162 17,460 

のれん償却額 12,956 13,088 

持分法による投資損益（△は益） △601 391 

減損損失 113 91 

退職給付引当金の増減額（△は減少） △4,044 - 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） - △3,762 

修繕引当金の増減額（△は減少） △2,130 1,275 

受取利息及び受取配当金 △277 △357 

支払利息 2,300 1,790 

為替差損益（△は益） △741 38 

段階取得に係る差損益（△は益） △431 - 

持分変動損益（△は益） - △9,617 

和解金 1,169 - 

受取補償金 △292 △52 

固定資産除売却損益（△は益） 706 1,418 

売上債権の増減額（△は増加） 77,643 54,969 

たな卸資産の増減額（△は増加） 25,694 88,777 

仕入債務の増減額（△は減少） △73,868 △23,364 

未収入金の増減額（△は増加） 921 △11,602 

未払金の増減額（△は減少） △19,075 △77,510 

その他 △6,091 △951 

小計 22,359 68,128 

利息及び配当金の受取額 1,119 1,171 

利息の支払額 △2,336 △1,875 

法人税等の還付額 4,554 25,525 

法人税等の支払額 △17,925 △26,657 

和解金の支払額 △1,169 - 

補償金の受取額 292 52 

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,893 66,344 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △15,337 △25,745 

有形固定資産の売却による収入 2,461 1,292 

無形固定資産の取得による支出 △2,754 △3,145 

無形固定資産の売却による収入 - 321 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出 
△25,503 - 

投資有価証券の取得による支出 - △5,127 

その他 36 644 

投資活動によるキャッシュ・フロー △41,098 △31,759 
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    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 
 至 平成27年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 61,397 △17,011 

長期借入金の返済による支出 △85,860 △7,438 

長期借入れによる収入 70,000 3,440 

コマーシャル・ペーパーの純増減額（△は減少） - △15,000 

社債の償還による支出 △1,000 - 

社債の発行による収入 34,843 - 

配当金の支払額 △13,245 △13,270 

その他 △39 △46 

財務活動によるキャッシュ・フロー 66,096 △49,326 

現金及び現金同等物に係る換算差額 741 △38 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 32,633 △14,779 

現金及び現金同等物の期首残高 18,655 35,048 

現金及び現金同等物の四半期末残高 51,288 20,269 
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（４）追加情報

（法人税等の税率の変更等による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正）

「所得税法等の一部を改正する法律」（平成27年法律第９号）及び「地方税法等の一部を改正する法律」（平成

27年法律第２号）が平成27年３月31日に公布され、平成27年４月１日以後に開始する連結会計年度から法人税率等

の引下げ等が行われることとなりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法定実効

税率は、従来の35.6％から平成28年１月１日に開始する連結会計年度に解消が見込まれる一時差異等については

33.1％に、平成29年１月１日に開始する連結会計年度に解消が見込まれる一時差異等については32.3％となりま

す。

この税率変更により、繰延税金資産の金額（繰延税金負債の金額を控除した金額）が2,419百万円、土地再評価

差額金が32百万円、退職給付に係る調整累計額が568百万円それぞれ減少し、法人税等調整額が2,655百万円、投資

有価証券が32百万円、資本剰余金が757百万円、その他有価証券評価差額金が46百万円それぞれ増加しておりま

す。

また、欠損金の繰越控除制度が平成27年４月１日以後に開始する連結会計年度から繰越控除前の所得の金額の

100分の65相当額に、平成29年４月１日以後に開始する連結会計年度から繰越控除前の所得の金額の100分の50相当

額に控除限度額が改正されたことに伴い、繰延税金資産の金額（繰延税金負債の金額を控除した金額）が15,631百

万円、資本剰余金が3,000百万円それぞれ減少し、法人税等調整額が12,630百万円増加しております。

 

 

（５）継続企業の前提に関する注記

   該当事項はありません。

 

 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

  該当事項はありません。
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（７）セグメント情報等

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自 平成26年１月１日 至 平成26年９月30日）

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  石油事業 石油化学事業 合計 
調整額 

（注１、２） 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

売上高          

外部顧客への売上高 2,354,348 264,095 2,618,444 － 2,618,444 

セグメント間の 

内部売上高又は振替高 
1,777,236 44,257 1,821,494 △1,821,494 － 

計 4,131,584 308,353 4,439,938 △1,821,494 2,618,444 

セグメント利益又は損失（△） △8,650 14,702 6,051 △12,956 △6,905 

（注）１ 調整額△1,821,494百万円は、セグメント間取引消去によるものです。

２ のれんの償却額△12,956百万円は、各報告セグメントに配分していないため、調整額の欄に記載し

ております。

３ セグメント利益又は損失（△）の合計額は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っており

ます。

 

当第３四半期連結累計期間（自 平成27年１月１日 至 平成27年９月30日）

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  石油事業 石油化学事業 合計 
調整額 

（注１、２） 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

売上高          

外部顧客への売上高 1,831,985 211,796 2,043,781 － 2,043,781 

セグメント間の 

内部売上高又は振替高 
1,343,314 38,288 1,381,603 △1,381,603 － 

計 3,175,300 250,085 3,425,385 △1,381,603 2,043,781 

セグメント利益 3,087 20,110 23,197 △13,088 10,109 

（注）１ 調整額△1,381,603百万円は、セグメント間取引消去によるものです。

２ のれんの償却額△13,088百万円は、各報告セグメントに配分していないため、調整額の欄に記載し

ております。

３ セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２ 報告セグメントの変更等に関する事項

（退職給付に関する会計基準等の適用）

「２. サマリー情報（注記事項）に関する事項 （２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正

再表示」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を変更し

ております。

この変更による当第３四半期連結累計期間のセグメント利益に与える影響は軽微です。
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